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　Chopinの「前奏曲集作品28」は、24曲から成るビ。アノ曲集である。ア
ンコールなどで個々に取り上げて弾かれることもあるが、本来は24曲で
1つの作品と考えられている。ゆえに一度に24曲全てを発表するのが理
想だが、紀要の紙数制約のため分割掲載とする。前回の論文※2では7曲
を取り上げた。今回は4曲を発表する。
　※1分割掲載のため、1はじめに　IIChopinのピアニズムについて　IV結び、の
　　項目は重複するので省略する。前回の論文を参照されたい。
　※2前回の論文は『「ゆれ」と「かげり」から見た「Chopinの前奏曲作品28」一
　　楽曲構造とピアニズムー』（白鴎大学論集第26巻第2号，2012年3月）。
　　24曲中から第！、4、7、8、13、14、15番の楽曲分析を行った。
III　「前奏曲集作品28」より楽曲分析
　分析をするにあたり、記号の説明を書き示しておく。
　（1）どの和音のどの構成音も隣接音度へ一時的にゆれることがある。
　　　これを構成音の転位といい、上にゆれれば上方転位（上転）で（
　　　と表し、下にゆれれば下方転位（下転）で）と表す。
　（2）転位に対して、構成音の元の位置を定位という。定位も転位も構
　　　成音の位相と捉えられる。
　（3）《、Uは2次転位を表す。つまり上転の上転が《、下転の下
　　　転がUである。
　（4）同一構成音の転位と定位（原位）の関係を示す1個の時間対は
　　　r－1の記号で表す。
　（5）音階のどの音度も半音（増1度）上下にずれることがある。これ
　　　を音度の変位といい、上方変位（上変）を↑、下方変位（下変）を
　　　↓で表す。変位に対して、音度の元の位置を正位という。正位も変
　　位も音度の位相と捉えられる。
　（6）転位と変位が結びつくことがある。その場合、↓は下転の上
　　変、↑は上転の上変を表す。
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分析楽譜を載せる。以下、全てPADEREWSK［版を用いる。
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　暗く重い雰囲気の曲で、不協和な響きが目立つ。主調はa－mo11である
が、冒頭は異なった調の短三和音から始まる。調性や和声の判断が難しい
曲である。
　パデレフスキー版（この論文では全てこの楽譜を用いる）は、妥拍子で
書かれているが、版によっては書拍子で書かれている楽譜もある。
　最初にテクスチャー分解譜を載せる。
　分析が困難な曲は、分かりやすい音型を階名で歌うと比較的容易に分析
できるという方法があるので、階名を書き込んだ。
　テクスチャー分解譜
　　囚　　　　　　　　　　　r－a－r
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和音（
低音
5
劃 1 一?? ミ ソ
～このパートの
ゆれ音型が特徴的
　　）　　　　　　　　） ） ） ） ） ） ）
?? ソ
丁e： 1
（G：▽I
　　T
r一一a，
G：12
）λ
　D
o I　　R〔 幽 「d｛’」縮1
ソ’錫ヲ
レ ミ
?? ミ
（　　　　　（
、
＼　　　乙．
不協和な．き・つかり
?）????
（
、） （イイ ?（明暗のゆれ　　　　＼獣　　　　　　　（　　　　　　（　　　　　（ ） ）
ソ ド
　ひ
経過和音 ??
‘h1▽1、
▽ 1
四
（瞬 ）h：1
raの 小
（D：▽1一丁
一128一
「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの「前奏曲集作品28」
9　一一r a4》 － （　（
ミソ サシ野　レ
　（　　　　　（
）　　　　　　　　　　　　）
不協和なぶつかり
む（↓ ）　　　　　　　　　　　　） ）　　　　　　　　　　　　）
ソ ソ
導7 減7
D：12
ノ　D
▽ cis：艀
E：▽ξ
cis：▽雪
E：珊al辮
13囚φ　凹 1 1
ド ソ ｝?
） ） ） ） ） ） ） ）
増6
cis：▽l
　E：鷹
　a：撫
17
「一一一一一一一一一一一一一aの拡大
a：都　　V（I
　D2　　　D
w
， 1 〔　　（ 1 一?? ドシラ ?、 ファファファファ フレラソ芳 ド
） ）
r－a－ rτ一a〆一
珊
一129一
福　田　由紀子
21　　一一一一一一一「
レ　　　レ レ　　　　　　　レ　　　　　ミ ド
レ　　　レ　　　レ
皇合1T　　　　〕▽　　蚤 ▽ τ皿7 ）又説＞y 罵
〔　　　　（
次に還元譜を載せる。
　　國
　　　合
I
T
L一　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　I
ソ
G：▽I
　T
分
「一a一
合ラ
國
uソ
5「一一一a’
12
D
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l Lこ創　　　1
●●?（???????? ??、
　　　　一　　　　　ミ　　　　フ　　　　、
n
Uソ
▽
ドIT
ラ
D：W
　T
「aの縮小
9一
　　I2
「一一一a’一 一
ミ???
?（?????????」
　　　　減7
J　J 合導7令
ソ
τ2 ▽
囮
D （害編二二羅鰯≡嚢
一130一
14
き峠 E ［」 ド増6 ソ ｝? ?? ?、 一フア
〆τ2
ソ
庸 ㎜
　　　　「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの「前奏曲集作品28」
＿aの拡大r　　　　　ra’
　　　V2　a：’▽7
2　　　　D
19「 1　　　　　　　（
）
●A
フア　ド レ　解決レ 　●レ　　　レ　　ミ
谷ド
安定
・o　　　　　　　　　・e　　　　　　　　　　｛〉　　　　‘　　　　　　　・分
「一一a’一
　　　fア　僧
E7）▽筋▽
　　　＼ゆれ！
二　　　合ド7ソ　　1
罵　　　　丁
國　（第1～第7小節）
　主調はa。mo11であるが、耳で聞いた響きはe－mol1の1である（譜1）。
ゆえに第1～3小節はe－mo11の1と分析する。冒頭の2小節間は序奏と捉
える。
　e－mo11から始まって、第4小節でG－durの12に転調するが、一方で、
遡って初めからG－durのWと捉え、第7小節まではG－durの調性であるとい
　う解釈もできる（遡及解釈）。
　譜面には二っの分析方法を書き込んだが、後者の方が調性の捉え方が単
純になる。また、構成上、aは何度も反復再現する特徴音型なので、遡及
解釈の方が、構成の面でも分かり易い。
　最初からG－durで捉えると、第3小節の旋律の階名はラミソである。こ
れをaと記す。大きく捉えればラ→ソである。第3～第4小節の低音もラ
→ソである。「ラ」の音は表情音なので強調したかったのではないかと考
える。
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　（譜1）
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　第5小節の左手のGis音とG音、あるいは、Fis音とGis音の不協和なぶ
つかりは、分散型の内部に隠されているゆれによって生じたものであり、
このゆれを還元すればなくなる（譜2）。
　　（譜2）　　テクスチヤー譜　　　　　還元譜
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5～7小節の旋律はaの変奏で、a a’が対になって反復している。
第6～7小節左手の内声は明暗のラでゆれている。第7小節後半の左手
は、次の小節に行くための経過和音でh－mo11の1▽1と捉えることが出来る。
國　（第8～第12小節）
　國も國と同様の解釈が出来る（譜3）。h－mo11の1で始まり、D－durの
　1に転調するが、最初からD－durのWと分析することも可能である（遡及
解釈）。▽1－12－Vの和音までは同様であるが、第11小節で導7の響きに
なる。cis－mo11の∬7かE－durの囎が考えられるが、何故突然違った調の調示
和音が出てきて、調性を曖味にしているのかという疑問が起こる。一種の
謎かけがされている。
　第12小節の後半では減7の響きに変わり、cis－mo11のV6か、E－durの・▽巷
か、あるいはa－mo11の掬が考えられる。調は曖昧なままである。旋律はa
の縮小とaノが使われている（第8～12小節）。
　　　（譜3）
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國　（第13～第23小節）
　第13小節で減7の転回形になり、第14小節の後半でa－mo11の増6の和音
になる（譜4）。ここで調性がa，mo11であると判明する。増6から次の小
節の12で、a－mo11であると確信に変わり、謎解きは終了する。
　　その後、第15～21小節の前半までのVの保続音上に、1一▽1－1▽7一∬7
一133一
福　田　由紀子
の和音が乗る。旋律はaの拡大のドソラ、a’のラミファ、付加のa’のファ
ドヱと3度ずつ下がる。これらの上部和声（D2）は解決延引がなされて、
第21小節の後半でようやく▽（D）に解決し、この▽がVサ▽とゆれたあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）と、V7を経て最後に安定復帰の1（T）で終止する。
　第17小節から下3声が2回途切れるが、ここも何故？という疑問が起
こる。1回目は、第17小節から1小節半の休止であり、2回目は、第19
小節からの半小節（全声部休止）＋1小節の下3声の休止である。その間
の和声は先行和音が継続している。2回目の全声部休止のあとは、8分音
笹の動きが消え、4分音符でVウVのゆれ、2分音符そして全音符で終止
　　　　　　　　　　　　　）
する。急に停車はできないので、終止前に一時停車、徐行、次いでブレー
キを踏んで停車するという形をとったと思われる。
　　（譜4）
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　この曲は、左手のゆれの音型が内部に組み込まれていて、分かりにくく
弾きにくい。意図的であると考えるが、重苦しい雰囲気を漂わせている。
また、曲の途中（第11～14小節）で、調性不明の迷子になるが、第14小
節の後半の増6でやっと光が見えて主調のa・mo11に落ち着くなど、短いな
がら意外性に富んだ凝った構成である。
　次に全体区分図を載せる。
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最後に分割譜を載せる。
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◎（主調）
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　ゆれを含んだ16分音符が、波間のきらめきや、木洩れ日を想像させる。
ラーソの明暗の交替とD2－D－Tの反復で作曲されている点が特徴であ
る。構成は展開部の欠けたソナタ的プロセス【注1】である。
最初にテクスチャー分解譜を載せる。
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囚＠（第1～5小節）
　　　冒頭のフレーズを序奏と捉える（譜1）。D－durのV7から始まり、明暗
　　でラソラソとゆれながら第5小節の1拍目で1に解決する。フレーズの一
　　部にヘミオラ【注2】が使われている。
　　　　（譜1）　　　　　　　　一ヘミオラーr　　　　　　　　　囚＠饗つ鷺∀嬰今嘆ア賢．
　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　D：▽7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T
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⑤（第5～12小節）
　　ここから移行である（譜2）。
　第6小節の1拍目はD－durの▽1、つまり偽終止である。2拍目のD、
Fis、Aの和音は、D－durの11でもあり、後続するv調のN1でもある。共通
和音になっているが、この曲では、後続調のD2として捉える。すると曲
の進行はN一▽7－1になり、機能はD2－D－Tである。
　第8小節からはII調に、第10小節からはVI調に転調する。転調は常に
D2から始まり、D2－D－Tの終止形を畳み掛けている。
　第11小節のV7から第12小節の減7（海）への進行は、一種の偽終止的
連結である。この蜘は第13小節でVに解決するが、これはh－mo11のV＝Fis－
durの1で、これが主和音化して次の◎のFisdurに転調する。
　　　（譜2）
　　　　⑤　A－dur　　　　　rh－m・11偽蝉麟◎
　ii
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　分析譜（p．137）の【注1】【注2】について説明する（譜3）。
【注1】第8小節第1拍の和音分析を11ではなく1とした理由：（1）左
手のD→Cis→cの半音進行は内声の動きでありバスではない。（2）第8
小節第1拍裏のC音からe－mollに転調するため、このCとそれに続くFisは
どちらも省けない。（3）その結果、この部分（Cis－c）に根音Aを組み
込む余地がない。（4）⑤（第5～12小節）の全体にわたりD→丁進行
が6回も現れるが、ここを除いてすべてV7→1（第5～6小節はV7→▽1）
の進行が用いられていることから、ここに基本形の1（バスA）が想定さ
れることは明らかである。
【注2】ここは初めからa，mol1なので左手の1拍目にC音を置くことが出
来るが、前回の形を踏襲している。これは再現⑤を初提示⑤と揃える構
成的配慮と考えられる（p．148分割譜参照）。
　　　（譜3）
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　　◎（第13～17小節）
　　　第13～17小節は、＋”1調のFis－durに転調している（譜4）。これは主調か
　　　らみると不安定調である。第13小節の左手に陰ったラが出てくるが、この
　　和音は・11である。第16小節まで、進行はo∬一V－1（D2－D－T）の
　　畳み掛けである。
　　　右手のそれぞれの3拍目の音は解決しない碕音である。
　　　第16小節のoVも、第17小節の・1も主調に戻りやすくするために（Hs－
　　mo11からD－durは調号1っ違いの調なので戻りやすい）同主短調を用いた
　　　と考える。
　　　　　（譜4）
　　　　　　　　◎（一解決しない腰＿嘩り
　　　　　　き
　　　　　　　　喫虹1▽1覗V　I姫V　I曜‘▽i）▽）一
　　　　　　　　　D2D　T　D2D　　T　D2D　T　D2D　T　D一
　　　　　　　　　L＿＿一　　一　　一　　L一一一一」
　　　囚はD・dur、1』dur、e－mo11、h－mo11、Fi3durと、5度関係の調で畳みか
　　けていることがわかる。
國＠（第17～21小節）
　　　第1～4小節と同様であるが、ここは問奏と捉える（譜5）。同一の内容
　　の楽節でも曲中の置かれた場所に応じて、前奏・間奏・後奏の別が生じる。
　　　　　（譜5）
　　　　　　囚＠　一一一一ミオラーr
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⑤（第21～28小節）
　　囚の⑤ではLレdur→1ydur→e－mo11→h－mo11であったが、今回は
D－dur→a－moll→e－mo11→h－mollに変化している（譜6）。ここは主調に戻る
ための巡回と捉える。
　第27小節のV，から第28小節の減7（為）への進行も第11～12小節と同
様に、一種の偽終止的連結である。この減7は、D－durの1に解決するが、
　これは偶成解決である。
　　（譜6）
2ゴ⑤峰mdl　re－m・”　rh－mo”偽終止的連結◎
♪呈
　　　1四防顧N鵬II▽罵1）ll皿癌II▽罵1）Vl卿鵬II▽鵬魂一）11
　　　TD2DTD2DTD2DTD2DTD2DTD2DTD2DD2　T　　　　＿」　　一　　一　　L＿一　　し＿」　　L一一一」　一　　偶成解決
◎（第13～17小節）
　　囚の◎と大きく異なるところは、主調で書かれていることである（譜
　7）。これがソナタ的構成の決め手である。
　　　（譜7）
　　　　　　　◎．／努決しなし警一．
　　　　き
　　　　　　D：1｛。∬1▽1。∬1V　I。IIIV　I。豆1▽I
　　　　　　　T　D2D　T　D2D　T　D2D　T　D2D　T　　　　　　　　　一』　　一＿＿＿＿」　　一」　　L嗣
④（第33～39小節）
　後奏である（譜8）。④に類似しているが、ラソのゆれではなく、ラソ
ファミとゆれているし、和音も1（T）である。最後はV7－1で締めく
　くる。
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　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V7　　　　1
　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　次に区分図を載せる。
　第1部囚では◎（第2テーマに当たる）が不安定調で提示されてい
るが、第2部國（再現部）では◎が主調で提示されるので展開部を欠
いたソナタ的プロセスと見なすことが出来る。
A提示
◎
不安定調
Fis：
Aノ再現
　　　　　　　⑤移行　h・1　　　 　　　　　　　　⑮巡回　h：　　　　　　　　　　　　臨　　　　　　　　　　　　偶　　 　　 コ　 　　ト　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　e：　　　成　　藷A　i17曾鷺勒　蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎安定調＠後奏　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　D；　　D：1
（小節）　　5　　　13　、　21　　　29　33
　　　　　　　　　　　　　　欠展開
【注1】展開部の欠けたソナタ的プロセスを図式化するとこのようになる。
　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿bの段違いの提示
’調
V調
b
P移行
a
1調
　＼　＼　　＼　　＼　　　＼P巡回幡
39
a
／＼
女展開
【注2】ヘミオラとは、3拍子の曲の連続した2小節が、あたかも2拍子の
　　曲の3小節であるかのような音型や弾き方をいう。
最後に分割譜を載せる。
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楽譜に旋律の上下行ラインを書き込んでおく。
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大きなジグザグ上下行
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　右手の位相分析の基礎になる和声と低音確認のため、左手のテクス
チャー分解譜と左手の還元譜を先に載せる。
　　　　　　藤　　　 囚各小節の強拍が本来の低音
左手の
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左手譜面（p．154～p．156）の【注】について記す。
【注1】低音中の「あと打ちv」。弱拍の低音に規則的に打ち鳴らされる
　v音（ソ）をあと打ちvと云う。和音分析に際しては、ふっう各小節
　の強拍のみを正規の低音と見なし、あと打ちvはカウントされない。
【注2】記譜上はb－mo11の▽6であるが、前後をDes－durの1に挟まれてい
　るので、ここはDes－durの・硝の異名導音的書き換えと見る。
【注3】低音のHesesを異名同音のAに読み換えれば、ここは第8小節
　と同様b－mo11の硯ともとれる。しかし、作曲者自身がわざわざ帥を
　書いていることと、旋律中に含まれるFes音の存在によって、この考
　えは否定され、ここがdes－mo11であることが分かる。
【注4】　ここであと打ちvは姿を消し、第22～24小節では、後打ち音は
　全て和声の定位音となるので、これを正規の低音と見なすことも出来
　る。しかし、先行する左手の定型がそのまま保たれていることから、
　各小節の強拍音を正規の低音と見なす。
【注5】　この強拍はDes音なので、分析はdes－mo11の1となる筈だが、こ
　こはAs音を低音とする。何故なら、後続するG音が下方変位（Asas）
　となって下行導音となり、次のh－mo11のvであるFis音（ces：v）に解
　決することになるからである。
【注6】第30～31小節は5度の滝。ここではギャロップリズムもなくな
　り、1拍1和音で進んでいく（和音交替の加速）。
【注7】　この11はn～n｝をつなぐ経過和音である。
【注8】　原曲では、この部分の左手の和音は途絶え両手でジグザグ半音
　下行が奏されるが、和音は先行する凪が、そのまま変わらずに続くも
　のと見なす。この碍は第34小節の頭で据に解決する。
【注9】　この悔は理～丑をつなぐ経過和音である。
【注10】　第42～45小節の問、両手のオクターブで奏される息の長いジグ
　ザグ上行は、最後の盛り上がり（cresc．）を作って、最高音Fに達し
　た後（この問、和音は一貫してV）、ブのV7→1（全終止）で曲を閉じる。
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次に分析譜（p．149～p．153）に書いた右手の【注】について記す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【注1】　　【注2】　　　　　　　　　　　　　　　　【注1】　　　　　晋一π8ひα一一一一一一一一一一
原旋律
　妙
曝兀
　和音
　　　　　b・鵡　　　　　　　皿号　　　　　　　瑞
【注1】　このE音は、続く上転F音に解決する下転である。従って、2
　　次転位なので「括弧入りの転位記号（））」で表す。
【注2】　このG音に付された↑は先行する上転As音の解決音が「定位
　　Ges音の上変」であることを示す。このG音は次の小節の頭で、本来
　　の正位・定位Ges音に解決する。
　　　　　　　　8ロα一一一一一一一一一一一一一一一一一一1　　　　　　　　　　　　　【注4】
　　　　　欝主3】r＿r－r＿　　　　　　　r＿　　　　　　　一
鋼　　号
2声への
　同時イヒ
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定位Vlの上変
3 3
　和音
　　　　　　b：矯　　　　　　　　　　　　1
【注3】　第8～9小節の16分音符による急速なジグザグ音型は2声の並
　行進行を分散化したものである。
【注4】　（（）は【注1】と同様の2次転位であるが、ここでは少し違っ
　た使われ方をしている。上2声の6度並行での音階下行には、いくっ
　かの経過和音（五）、（皿）、（▽1）が含まれており、第2、3、4拍の
　（（）はこれらの経過和音の音（経過音）への上転を表している。第
　9小節の第2拍頭上声のDes音は、和音1の定位音であるにもかかわ
　らず、ここでは次のC音（経過音）への2次上転の機能を担っている。
　第3拍上声のB音も同様である。
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原旋律　号
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【注5】　この下転D音は、次の上転Es音に解決する2次転位音である。
　　このD音は和音内のDes音との間に増1度の不協和音程を形作るが、
　　これは差支えない。右手の旋律を還元すれば無くなるからである（上
　　例、中段の還元譜）。尚、同形の旋律は第12、13、28、29、34、35、
　　38、39小節にも繰り返し現れるが、同じ関係を含んでいる。
　　　　　　　　　　　　【注6】
　　　　　　　　　　一　　↑π一　　　　　　　　　　　　　　一r－r「r
原旋律
　号
　ん　　　遅兀
和音
　　　　Des：11　　蠕　　　11　　規
【注6】　このD音は、下転の上変↓であるが、後続する上転F音によっ
　　て解決（Es音）は先送り（延弓［）される。
　　　　　　　　　　　　　【潔】
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【注7】　このAs音とA音はどちらも後続解決B音（上転C音で延弓1）へ
　の下転である。導音（A音）は短調の音のように見えるが、人為的に
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上方変位された音である。本来の固有の音ではないため①と表す。
　　　　　　　　　　一
原旋律
　号
還元
　　　　　　　　　　　　【注望．
【注8】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／Des：
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　和音
　　　　des：誘　　　　　　▽8　　　’又・▽8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼一一一Ωes：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【注9】
【注8】　ここはdes－mollなので、このE音→F音は、異名同音に書き替
　えれば、Fes音（上転（）→F音（上転の上変令）となる（中段の
　還元）。尚、第22～23小節と第6～7小節との、4拍目の音の動きの
　同一と、調（des－mo11とb－mo11）、和音（des：▽6とb：碑）及び位相
　分析の違いに注目してほしい。
【注9】　第23小節第4拍の4つの16分音符の調はDes－durである（上
　声部の2次転位B音が決め手）。ここでdes－mol1からDes－durへ転旋
　し、そのまま第24～25小節のDes－durにつながる。尚、和音はここで
　Des：・▽6に変わることになる。
　　　　　【注10】8告；読ーる一；；＝二一『＝』＿一。一マ＿＿
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【注10】第24～25小節のジグザグ音型も【注3】、【注4】で述べた第
　8～9小節と同様、上部2声における6度並行の経過和音一▽7内の
　（1）、（W）、12内の（N）、（丑）一が含まれている。第24小節の第2
　拍のEs音はV7の定位音と一致するにもかかわらず、経過和音1への
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　　2次転位の性格を持っている。第25小節の1拍目のAs音も同様であ
　　る。
　　　　　　【注11】
　ノ1、さな32　　　一一一「「一一「　　一一一一「「一一一
半音下行
　大きな
半音下行
和音
（ ↑ （ 準
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【注11】第32～33小節における右手の16分音符のジグザグ・パッセージ
　は、大小2つの下行半音階を組み合わせて作られたものである。各小
　節の拍頭を繋げると、大きな半音下行（4分音符）となり（中段還元）、
　これら大きな下行半音階の各音を留め金として、小さな下行半音階
　（16分音符）が房のように垂れ下がり煙めいている有様である。
　　この曲は、左手のギャロップ【注1】のリズムと右手の絶えず動き回る16
　分音符から、嵐の原野を荒れ狂ったように駆け巡る騎手と馬の様子が想像
　できる。構成は［璽i］、囚、匿］、國、回、［亟である。
　【注1】ギャロップとは19世紀初期から行われている馬の駆歩を模した4分
　　　　の2拍子の旋回舞曲。また、その舞踊。
匡蚕］　（第1小節）
　　b－mo11のV7で始まるが、下行の旋律のすさまじい入り方は、一大事が起
　こりそうな予感をさせる（譜1）。
　　3連符における1個の時間対をなす3個のアクセントは、一般には第1
　音にある。
　　　（譜1）　圃　　　　　　　　　旋律　　　　（　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　レ　ハ　　　　　　　1　　　　　　還元
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囚　（第2～9小節）
　第2小節からは、3オクターブにわたり上行・下行する（譜2）。第5
小節は碑で、第8小節でようやく聡に解決する。第2～9小節の和音は
　1、碑、矯、1でパターン通りのカデンツである。
　　（譜2）
　　　　囚　　　音階上行　灘1　　　鵠下行　小さい上下そテ
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［亘］　（第10～17小節）
　第10小節の音型を山型bとする（譜3）。第12、13小節は第10、11小節
より2度高いc－mo11でリピートされている。第14～16小節では後半が急速
下降する山型b’が現れる。第16小節で主調に戻って第17小節で半終止す
る。急速なジグザグ上行は、次を期待させる。
　全曲にわたって上下行と＜＞の関係は忠実に行なわれている。
このフレーズも音型の畳み掛けに、息の長いcresc．が付けられて、高揚感
を出している。
　　（譜3）
1・圖一一▽書　　11D　　　T ▽壼　　rD　　　T ム酢酢（▽書　D 11T 　　　’！イ廉塔　　　　Il　　）D　　　　T
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　　　　山型b，（後半が急速下降）　　　　山型b，　　　　b、mo”　山型b，　　　　　　急速なジグザグ上行
　犠臨釜藝聾幡嚢諜融
　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　、／（
　　　（干督　ヂ　警　）矯一1　曾　　畢
國　（第18～25小節）
　囚の反復であるが、左手はオクターブに変化し、ゾの強弱記号が書か
れていることから、更に勢いを増して疾駆する様子が想像できる（譜4）。
　第22小節から一”1調のdes－mo11に転調し、第24小節はIIl調のDes－durに陽
転する。
　　（譜4）
囚勢い磯音階上行　甜　音階下行　　楓邸行
18超票錘塵韮響蕊嚢震塵霧蘂、離コ麺一
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y駄　　ズー顔加泌 丑l
D2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　急速なジグザグ下行　des－moll　　ジグザグ上行　　　　　　　　　1頁点2
　　　　　　　　　　　　　　　　　rDes－dur22』一脈・蘇蒔騰景擢飛募面腐一一瓦禰駈
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図　（第26～33小節）
　第26小節からの音型は、山型bとは後半が微妙に異なるが、ここでは
細分化せず、山型bとして扱う（譜5）。
　第26～29小節の調を「主調b－mo11から見た音度記号」で表すと煩雑で捉
えにくくなる。ここは主調へ戻る手前の「経過的なパッセージ」なので、
ひとまず主調とは切り離し、「部分的な相対関係」だけで捉える。すると、
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第26小節からのdes－mo11は異名同音でcis－mo11に読み替え、以下、第27小
節第4拍裏からh－mo11、28小節第4拍裏からa・mo11と、長2度ずっ下行す
る「D2度下行型反復進行」であることが判明する。この反復進行では、
cis：V7→12（D→T）の12では、後続するh－mo11の△∬2（D2）に当たり、
これが経過的なh：解（D2）を介してh：▽7（D）につながる。次の反
復でも同様の関係が見られる。
　主調に戻った第30小節からは、ギャロップリズムがなくなり、各拍交
替の5度の滝となる。第32小節からは、16分音符だけの慌ただしい半音
パッセージになりCodaの大終止に向かって一息に駆け込む。
　　（譜5）
　　　　ヒト　　（＝cis・mo目）　　圖爽山型b　r卜md1山型bグ↓「一ll山型bゴ↓
　2
　　lcisIVラ　12　馬　12h＝五1丁　　　＝フマ
　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　l　關（覧es）　　　F　　　r　　　　l　　ヨ彗
（暴瓢鴇cis吊12　研工2匝Hl隔　12a・皿1稀　12　　　　　D　T　D　T／D2b　T／D2D　T　　　　　　　　　　　　h：△亘2　　　　a1△H2
　　　　　　　　　　　　（D2）　　　　（D2）
　　　　　大きなジグザグ上下行　　小さな緒下行と大韓半音下行とのジグザグ結合　「b帽13・舞斎懸　　　 昌一
1　　　　～　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　l　h：　　　　　　　　　　　　　　　　　I　a：
1
」 」 」
るオめ、
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匡亟］　（第34～46小節）
　　圓でギャロップリズムが再帰するが、和声は主調のまま2回の終止
　で終結を急ぐ。山型bの後は色々に転調していたが、第34、35小節の山型
　bの後は、主調1回目の終止（碍→12▽7→1）である（譜6）。第38、39
　小節の山型bの後、2回目の大終止（理寺短→VV7→1）で曲を閉じる。
　　　（譜6）
訓願一一ら鳳＿一．言＿ワ念・
　魂　　Il　鵯　11　　π1　エ2　防　I　　D　　　　T　　　　D　　　T　　　　D2　　　D　　　　　　　　T
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回目の終止
　　　山型b　　　　　　　　　　山型b　　　　　　　音踏上行　　　　　　　　　急激な分散下行
3亀］鶉サ臨塾｛一虻サ聯塾一’彙昨狐認闘一愈．r
　　　　　　　　　　　．．∠2
習1磐1麺」、回．の
　　　小下行を連ねた大きなジグザグ上行　　　　　　　　　　　　　　頂点
42ワ奨．．。．．・．．。詮蕪論猫ユ
遜鋤VD大終止
▽了1
丁
　次に全体区分図を載せる。
脚　　巨　固　戸　　押
　　l　l　　　　　　l　　　　　　1　　　　　’　　　　　　l　　ii　lc、脱sli蜘脱sld鞘給）…
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　　2　　　　　　　　　10　　12　14　16　18　　　22　2426　　28　30　　　　34（小節）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29
46
最後に分割譜を載せる。
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　第21番
　この譜面には、転位記号付きの最大レベルの分析記号と、最小レベルで
の分析記号を書き込んだ。詳しくはテクスチャー分解譜の箇所で説明す
る。
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　最初にテクスチャー分解譜を載せる。この曲は、規模の異なる3種の和
音分析が共存しているので、3通りの分析方法が考えられる。
　まずは、両外声だけの分析である。分析記号をBassの下方に、大きな
文字で記した。1小節1和音を原則とし（回の部分は例外）、旋律もこ
れに合わせて位相分析をした。『最大レベルの和音分析』である。
　次に、両外声の分析記号上に、内声（拡散音型）の細かい動きによって
偶成された偶成和音を1個ずつ書いていく方法である。これは『最小レベ
ルの和音分析』である。
　3番目は、両外声の和音とは切り離して、別個に、内声（拡散音型）の
動きに適合する中位の偶成和音を考える方法である。分析記号は、内声の
下方、第3段の下に記した。内声の位相分析も書き込んだ。『最大と最小
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の中間に当たる中位の和音分析』である。
それぞれのレベルの和音ごとに、それに合った位相分析が必要となる。
テクスチャー分解譜
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　この曲の内声はBach的な動機操作（最小の素材で全曲を構成）が使わ
れているので、音型には記号を付けて譜面に書き込んだ（図1）。
　拡散音型の上方は全音階的な上行音型で、これをXとする。下方は半音
階的（厳密ではなく全音が1か所入った形も含む）な下行音型なので半音
階とする。この上行、下行の結びつきが漸増感を高める。
　Yは谷型である。Zは凹凸のある下行音型で、Yから派生している。全
体にわたって下方は半音階の下行が主である。
　それぞれの音型に類似しているものを’で表す。また、半音階やYなど
に付随した点線はバリエーション的であることを示す。
　X、Yの音型には主にcresc．が書かれ、Zの音型にはdim．が書かれてい
る。
　最後に出てくる山型音型をPとする。正確ではないがZの反行形である。
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囚　（第1～16小節）　a（第1～4小節）b（第5～8小節）
　　まず、両外声の基本的な和声を分析する（譜1）。
　　　（譜1）
45一 ）一
反行形
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次に内声を分析する（譜2）。第1小節の内声はV7である。第2小節は
1拍目が1、2拍目がV7、3拍目が1に戻る。第3小節はII調の▽7、つま
り、c－mo11のV7である。第4小節の第1拍はc－mo11の1で、2拍目がV7で
3拍目に1に戻る。第5小節からはNや・1▽などが入ってくるが、これら
を偶成として捉える。以下同様である。なお、内声各声のラインのつなが
りに注意してほしい（譜例中の矢印）。
　　（譜2）
　rAlt
内声
　k
　　Te
a　）　）　＿今　）　　　　　　　）　）　一・今　）
?→?（ ?→?
（
?→??（ ?→
▽　　　　　　　　T　　　f　　、 廿　　　　　　∬　　茸v7 工 （馬） 蛎 （廿7）
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　　　　▽1　　　（π）　　　←1▽）（1　）▽1　　　　防　　　　　　　　工　　（防）
　（譜2）で分析した内声を両外声と併せると次のような譜面になる（譜3）。
　複合和声を拡散音型で表現したChopinの狙いは、D和音の緊張が高
まって解決に至る、その漸増感を表現するためと考える。減衰音のピアノ
では1個のD和音だけで漸増感を表現するのは不可能だからである。
　演奏の際、左手だけでこの漸増感を表現するのは難しい。連弾やDuo
で、1が両外声、IIが拡散音型を両手で弾く試みもよいかもしれない。
　　（譜3）
　　囚a　　　　　　　　R
SOP
??b→ト
〔???
2　　　　）　　　〆一、・　）　　）　，今　　）　　　（
?（???←????
’　　　↓’ 一　　　　　　）　　　　　　1 一　、　、　↑　　　（ ↑　　　　　）
V　　 　（1▽）　 　　61▽）（1　）▽　　　 ▽： イ　　　、
Alt
Ten
Bas
圓 （ 〔?
） ） ） ）
） ）
t
（ （
??→ ??→?
（
?→ ?→
n
▽フ 工 （▽7） 甥 E （蔦）
S
Il ”IV鵬正▽　I　I寺防1 皿1（輔防工▽）皿”（1協1一〉
b （ ）5 一　（オ ） 　一　、’　　　　　　　　　、！　　 　　　　　、’　　　　　　　　　、 ） ） ） （
↑ （ ）
?（??
“　　↓『〆 一　、　、　、　、
??）
　一　　、’　　　　　　　　　　、！　　　　　　　　　、
r　　　　　　　　　、 ↑
▽ラ　　　　　（1▽　） Φ工▽ ）（1 ）▽7 V7 1 （珊　）
V7鵬欝斑覗▽7・四1輌『1嚇防IV　I噛1▽
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　さらに、内声を還元した譜面を載せる（譜4）。内声のV7→1、ロウ，→II
等をBassの上に乗せると、V7→1、ウ7→II等のように複合和音の解決と
　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1V
捉えることが出来る。
　　（譜4）
　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　（
　Sop
内声の
還元
　Bas
　　　　B・辛・　鯵n防＿防　しジ
　　　　　　　）　　　　　　　　一
’（第9～12小節）　bノ（第13～16小節）
　a、bと同様に両外声（譜5）、内声（譜6）、併せた譜面（譜7）を載せる。
　　（譜5）
　　　　9a・噸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽1　 サ II1　　　丑　 ▽7　　　　　　1
　　　　　　　T　　　D／D2　　　　　　　　D　　　　　　　T
　　（譜6）
（．a　　　　　　（　　　　　　　　　b　　　　　　　）　　瓜
1」一
▽7 1 廿7 π ▽7 ▽7 ▽7 1
』L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T
r　Alt
内声
　k
　　Ten
u 　　　　　　　　　　　　　　　　（、　b
一
　　　（9a・ 　　＼（　（　　　（　（＿→　）
｝
?→???（
?????（
＜　　　　　　＜↑　　　（　　　　　　　　　↑
Vl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”鵬
）
膨7 に
▽7 且一（廿7卜
13　b （ ） ） ）
↓ 1 嶋、＞ dim．　　↑↑ ↓ （ ↑ ↑
’ 、▽（I　V了1 ・π登7四） 1　（▽7） 1　（▽7）
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　下例に見るようにここでは内声どうしだけでなく、他声部とのラインの
バトンタッチにも工夫の跡が見られる。
J　　d　　．
（　　　　　〕
→
（ （
、、???
（ （
、、、、
（ （ ）
↑
（ ↑ （ ↑ （ ↑
㌦ 廿7 蛎 H （蛎）
　（譜7）
g a’
1φ P
） （ ） ）
↓ ，’ノ一 　　dim．一－一、し　　～ら ↑↑ ↓ （ ↑ ↑
V（1砺 1 。1▽ 廿フ π ） 工 1（砺　　） （▽ラ ）
　　♂一）登1殴▽悔1▽）EIII（▽》脇・▽）ガ1（1》Vフ』）
3　b’
▽・》防I　d佃鵡▽銘亙覗　工寺　防工一1 　1》防1－1
両外声と内声の還元譜面を載せる（譜8）。
　（譜8）
　　9　　（
SOP
内声の
還元
Bas
コ
（ 〕
牲
携 母7 サフ 1■
B・鵬　　VI 母7 廿フ　　　∬IV一
▽7
匡i］『c　（第17～24小節）　c’（第25～32小節）
　　第17小節からはGes－durに転調、更に第25小節からはCes－durのV7、つ
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まり発7である（ここまで低音は長いレラ）。そして國でVに落ち着く（低
音はレラ→ソ）（譜9）。国以降を大きな終止形と捉えると、OW（T）
一・嘱（D2）一V（D）とも解釈できる。左手はヘミオラである。
　　（譜9）
i了町旋鮒8度下に襲（　　　　　レ　　　1磁
一1　A
　　（ヘミ才ラ （
「一　、　（レ
???????
「下一一「　　　（1　4　■ r一』 rヌー一r　　　（レ ?? 「一一　r一λ娠
1
一 一 一 一 巴 一 一 一　一1ラ
oVI〆　’ ））し／一一）し、（1。皿丁 ）
25c二　　　　（　　　，　　1　　　　　　　　　　　囚a，1蜘
眉
v　　　）　1r－r躍（ 飯…＾ 攣妬 寓一1昂配癒・ ll癒〔脇
†　（羊
サ
一 一 一 一 一 一 一 ??? ▽7
）））幾＿／し〕一）〇　一甚。昔7鵡
D2一一一一一一一一母1▽▽鵬i　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D
國　（第33～45小節）
　　一種の再現的な場所だが正確な再現ではない。先行する国の低音bラ
　が國でソに解決すると、そのまま國の全体がvの保属音上にあるので
　大きなドミナントである。このvの保属低音は、［亟］で初めて1に解決
　する。拡散形の内声が使われていて内容的には同じだが、和声的に見ると
　囚とは異なる。大きく見ると最終カデンツの一環になっている。
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a”（第33～40小節）
　第33、34小節は第35、36小節でそっくり11調に移調され、第36小節の拡
散音型（内声）は第37小節でIII調に移調される。次の第38小節で、Iv調に
なり、・Nに解決する。この加速しつつ上行していく反復進行の高揚感は
長いcresc．で示され、第39小節のブで頂点に達する（譜10）。内声は8度下
で重複して厚みを増す（分解譜では一方を省略）。
　尚、拡散音型の上声が自然に右手の旋律音にっながっていく効果にも注
目していただきたい（譜例中の矢印）。
　　（譜10）
33囚a5　　　　　　　r移調㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　39oo
　l 39
　　　　　））1
）
）　　　　　） ） ） ）
｝　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一
　　†
｝　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　『
　　1　↑
??
creSC．一一一一一
　　↑　　（
一　　『　　｝　　ハ　　　r　　＿　　＿　　　＿
　　†
畠　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　｝
　　十　　（
』　　』　　一　　　』　　骨　　一　　｝　　　＿
　　十
∬
▽7 1　（防） 砺 皿　（廿7） 構　皿 構　・π
ソラ
　w
▽τ Il▽　的r▽τ》VIゾll▽悔1）1旋V一悔1）四輪▽D
v蚤▽エ▽1一蚤恥一短一幅旧一悔1一）1▽一鵬卜）IV一鵬1）四潭
　第39～40小節の原和音は、低音Fが示すようにB：V7である（譜11）。
上声部のゆれはこの原和音を規準に位相判定される。すなわちGesはT、
Bは◎（解決省略）である。他方、最上声のEsは「定位の第7音」であ
るから、ゆれではない。その結果、これらの音（Ges、B、Es）が集まっ
て「椅和音としての・N」が偶成される。低音のFも加えると「v上の・1▽」
（ol▽）　となる。
　V
　　（譜11）
　（尋）　o泣〉　　←lv）　（範）　（w）防
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b”（第41～45小節）
　第41小節から［亟］に至るまで、下行しつつdimが付けられているこ
とに注意したい（譜12）。低音のVは響いたままである。
　第33小節からのcresc．（譜10参照）、第41小節からのdim．と、上行下行
の対比効果を演出しながら、國全体は大きな山型を描いている。
　　（譜12）
　41bゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唖四一一
（??）
（??） （
（　　　　　　　）
孕）????
im．一一
（　　　↑　　　　　↓
『　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　＿　　＿
（　　　↑　　　　　↓ 一　一　　一　一　　一　一　　一　一　　一　＿　　＿　＿　　＿　＿
（
』　　　　　一　　　　一　　　一
（　　　　　　　　　　）
1　　　▽7　　　1 ・亙　鵬　四 サ　蝦サ7▽ヤ） ▽　（甥　・］v）v1
誹
）一一一．一『一一▽囑1》▽Id　梱覗v馬皿覗D 　　　鱒酬ヤ▽切覗v妬w覗▽了I　　　　　　　　　　　　　T
匡亟］（第45～59小節）
　　　第45～49小節までは▽7－1を繰り返す（譜13）。音型Pの誘い出しに、
　　音型Yが答えるような掛け合いである。
　　　　（譜13）
　　45　圃　　　rY一一一一一一r　　　　rY一”r外o　　　幽
（（ （ （
＿P＿r半音階r（ r半音階r（ ） r－P－r）　　　　　　）　ピ rP一）　　　　　　）　ピ ）　　　　　）　》
N　V廿罫 N▽廿n ∬　　　　　　　　　・N　V蔦且。狂　　　　　　　　　・N▽廿1n岨　　1　　　　　　　　▽7　　　　　　　1　　　　　　　▽7　　　　　　　1
　T　　　　　　　　　D　　　　　　　　T　　　　　　　　D　　　　　　　　T
　第50小節で▽1が素敵に響く。ここは右手のラ＼ソという表情音ラの解決
を▽1の和音で裏打ちしたものである（譜14）。3拍目の鴨は経過的に使わ
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フ　　　　ノ　　　　　ツ　　　　ソ　　　　　　　55
）　　　　　） P ｝　　　　　）　　　占 P ’P ?????? ???）　》 月 卿為為｛ 　　） 一
?????
res
∪ミ」’
れて1に行く。これを2回繰り返し、第53小節で1に落ち着く。
　第53小節からは音型Pを繰り返す。第56小節は音型P’のしり取りπに
よる上行で高いD音（ミ）に達して、第58、59小節のレドにっなげる。
　第58小節のV7は導音が抜けているが、これはミレドを聞かせるため
に、あえて省いたものと考えられる。
　　（譜14）
50ラ 　ソ ラ 　ソ 5
　VI　翔　I　　　　W　　刷　1　　　　　　　　　・　　　　　　▽7　1
　T　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　D　T
　次に全体区分図を載せる。
囚では2回カデンツ瀬り返されているカ＼これを大きく1と捉える．国
では・▽L増6の和音が続き國では全体がドミナントで［亟の1に繋ぐ。
囚
a　　b
小節　1
▽
a’
9
　　回
b’　c　　　　c，
　。vl（1）　。航
▽
17 25
囚　　　　魎a”　　　　　汐
母多
　　”　田IV
　　V保続　　　　　　　　脇1
32　　　　　　　41　　451▽IVlv！刊1▽1罵1　59
希喜奮1　　　　　　　　　　刃望一。寿君　　　　▽　　　　　　　　　1
　流れT　　　　　　　　　　　　D2　　　D　　　　　　T
和声的な面から見ると・▽1の和音の出現が［亘］という大きなセクション
になっている点や、曲全体が大きなカデンツ（1一・▽1一・蜘一V－1）
になっている点などから、Chopinは曲全体に及ぶ大きな和声コンテクス
ト（大終止形）の上に構成を乗せて作曲していると云える。
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最後に分割譜を載せる。
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